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川路柳虹参考文献 目録稿

中原 豊

凡 例

本 目録は、明治40年10月 か ら昭和62年3月 の間 に雑誌 ・紀要 ・新聞 ・単行書 に掲 載 された

川路柳虹 に関する文献を採録 している。 ただ し、週刊誌 ・写真誌、 対象 を詩歌 に限定 しない

辞典 ・事典 ・文学史書等 に掲載されたものは含めなかった。

記載は、 発表年月順に、単行書 に掲載のものは筆者名、題名、 所載単行書名、発行所、 発

行月の順に、 その他 のものは筆者名、 題名、所載誌(紙)名 、発行月の順に為 されている。

題名は本文に依 り、特集の表題 は誌名の右 にく〉で示 した。検索が煩雑 と思われ るものは適宜

ページ数等 を補 った。再録誌(書)は →で示 した。

筆者名の左 に*マ ー クが附されている文献は稿者が現在未確認の ものであり、別項 にその典

拠を示 した。

調査の不行届 きによ り多 ぐの遺漏 ・誤 りを残 していることと思 う。今後の御教示 を仰 ぎた

い 。

目 録

明治40年(1907)

世詩香 言文一致の詩(詩 人10月)

蛙鳴 新刊一新体詩界(帝 国文学10月)

蛙鳴 新刊一新体詩界(帝 国文学11月)

明治41年(1908)

服部嘉香

服部嘉香

無署名

服部嘉香

蒲原有明

三島霜川

口語体の詩(読 売新聞5月4日 第6面)

口語詩の出発点(文 庫8月)

彙報 く口語詩問題〉(早稲田文学10月)

詩壇の主観的権威(早 稲 田文学9,11月)

過渡期の詩壇(新 潮12月)

詩論、 詩作(同 上)

明治42年(1909)

相馬御風 詩界革新の第 一年(読 売新聞1月1日 第9面)

服部嘉香 泡鳴 と御風(『 文芸百科全書』 早稲 田文学社12月P.723)

明治43年(1910)

相馬御風

服部嘉香

森川葵村

相馬御風

五 月の詩界(早 稲田文学6月)

批評 と感想(読 売新聞10月23日 第5面)

『路傍の花 』を読む(創 作11月)

詩壇雑感(早 稲田文学12月)
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服部嘉香 詩壇一年の収穫(新 潮12月)

大正1年(1912)

*十 月の創作 「詩 」一川路柳虹 氏の 「あけが たの雨 」(劇 と詩11月)*1

大正2年(1913)

服部嘉香 詩壇 の現状を論ずる書(現 代5月)

大正3年(1914)

三木露風

白鳥省吾

美川康

三木露風

'『か な た の 空 』 を 読 ん で(未 来6月
→ 『露 風 詩 話 』 白 日 社 大4 .9

→ 『三 木 露 風 全 集 』 第2巻 日 本 図 書 セ ン タ ー 昭48 .7P.36)

「か な たの 空 』 を 読 む(詩 歌6月)

近 刊 三 詩 集 を 評 す(創 造7月)

「か な たの 空jの 詩(処 女7 ,8月)

大正4年(1915)

白鳥省吾 最近の詩壇(創 造4月)

大正6年(1917)

福士幸次郎

太陽の子

福士幸次郎'

福士幸次郎

福士太陽の子

青木純一

現今詩壇 に対する私見(文 童世界3月)

詩壇月評(詩 歌4月)

川路君 に答ふ(詩 歌6月)

再び川路君 に答ふ(詩 歌7月)

興 味ある詩壇 の論争(新 潮 ユ0月)

詩壇一年間の回顧(新 潮12月)

大正7年(1918)

*KM生 文 士の印象(1)一 江馬、前 田、 川路 の三氏(新 進文壇11月)*2

大正10年(1921)

三浦十八公 川路柳虹氏の懸 度《瑚潮5月)

零福田正 夫 川路柳虹詩集 を読む(新 潮7月)*3

大正11年(1922)

平戸廉吉

萩原恭次郎

百田宗治

穿蒲原有明

河井酔茗

廓堀口大学

「曙の声 」を読 んで〈『曙の声』の批評 〉(炬火3月)

寸語(同 上)

「曙の声jと 「富田砕花詩集 」(日 本詩人3月)

自註(『 有明詩集 』 アルス6月)*4

日本詩壇発達 の径路(早 稲 田文学7月)

尺順一曙の声(炬 火7月)*5

大正12年(1923)

橋爪健 川路柳虹論一詩集 「歩む人」に依 る(詩 聖2月)

RST川 路柳虹氏を訪ふ(名 家訪問記)(文 章倶楽部9月)

大正13年(1924)

白鳥省吾

福井久蔵

白鳥省吾

河井酔茗

自由詩運動 の前後(日 本 詩人2月 →後 出 『現代詩の研究 』)

川路 柳虹(「 日本新詩史』 大阪立川文明堂7月P.267)

川路柳虹の詩(「 現代詩 の研究 』 新 潮社8月P.264)

よき理解者(日 本詩人く特集 詩人の印象その三川路柳虹氏>10月)
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*

野 口米次郎

広川松五郎

沢 ゆき子

鈴木信治

福田正 夫

川路柳虹論(同 上)

川路君の話(同 上)

川路先生(同 上)

明るい叡知の人(同 上)

川路君のこと(同 上)

オブローモフ と縁のあ る川路柳虹(『 文壇出世物 語』 新秋出版社)*6

大正14年(1925)

*田 口正雄

中西悟堂

河井酔茗

趣味に生 きる人川路柳虹氏(文 芸の先駆3月)*7

川路氏の新律格提唱に対 して(日 本詩人6月)

『詩人』当時の回顧(日 本詩人11月)

大正15年(1926)

白鳥省吾 「詩に於 ける内在律の否定」を読む(日 本詩人9月)

昭和2年(1927)

*都 築益世 鵬鵡の歌一川路柳虹氏著(炬 火1月)*8

　　　他 川路柳虹氏の印象(炬 火5月)*9

日夏歌之介 自然主義的なる詩歌の発生(早 稲田文学6月)

昭和4年(1929)

日夏歌之介

北 原白秋

生田春月

福士幸次郎

日夏歌之介

口語詩の出生 口語派、自由詩 露風の若 き老昏(『 明治大正詩史 』上下

東京創元社2,11月 →増補改訂版 昭23.12中P、231,279下P.102)

『明治大正詩史概観 』

(「現代 日本文学全集37現 代 日本詩集現代 日本漢詩集」 改造社4月

→改造文庫 昭8.12→ 「白秋全集 』第21巻 岩波書店 昭61 .5P.136)

白秋 ・露風 ・柳虹三氏(『 現代 日本詩人全集8月 報第1号 新潮 社7月)

白秋露風時 代と柳虹氏の位置(同 上)

川路 氏に答ふ 一 作家の書いた文学史の真実性
Ψ
.

(読売新聞11月24日 第4面)

昭和5年(1930)

渋谷栄一

倉橋弥一他

佐藤清他

神原泰

川路柳虹論(愛 諦1～5月)

川路柳虹の印象(愛 諦2月)

川路柳虹の印象(愛 諦3月)

川路柳虹氏へ の希望(詩 神11月)

昭和6年(1931)

無署名 明治大正詩人小伝(『 明治大正文学全集 』第36巻 春陽堂P.549)

昭和7年(1932)

倉橋弥一 川路柳虹氏 に就て(詩 人時代4月)

昭和8年(1933)

福 士幸次郎 自由詩の発達 とその研究(『 日本現 代詩研究』 巧人社5月P.135)

昭和9年(1934)

KY生 川路柳虹氏 に詩を訊 く(蝋 人形4月)
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山宮允

山宮允

日夏歌之介

「未来 」と未来社の人々(『 日本文学講座 』第9巻 改造社10月

→ 『書物 と著者 』 吾妻 書房 昭24.6)

新詩の発生及び展開(9明 治大正詩書綜覧 』本文篇 啓成社12月)

象徴詩及び 自由詩の展開(同 上)

昭和10年(1935)

富横川茂一 川路柳虹氏の新韻文論序説 にっいて(日 本詩壇2月)*10

リオネロ・フイウミ 川路柳虹論(川 路柳虹 『明るい風 』付録 村上信義堂7月)*11

村野四郎 詩の園丁一川路柳虹 氏 「詩学 」に沿ふて(蝋 人形9月)

昭和11年(1936)

*倉 橋弥一

*山崎泰雄

富都築益世

豊島乙彦

*河 井酔茗

「明 る い 風J読 後(詩 作1月)*12

「明 る い 風 」 と 柳 虹 氏(同 上)*13

川 路 柳 虹 氏 に就 て(日 本 詩 壇1月)*14

川 路 柳 虹 論(詩 人3月)

詩 社 の 憶 ひ 出(詩 作10月)*15

昭和12年(1937)

西尾洋

OGPU

河井酔茗

NK〉D

川路柳虹氏 との一時間(蝋 人形5月)

川路柳虹への公開状(新 領土10月)

「酔茗詩話 』(人 文書院10月P.118)

再び川路柳虹氏 に与ふ(新 領土12月)

昭和16年(1941)

吉 田精一 詩歌 ・俳句における自然主義(9明 治大正文学史 』 修学館3月P.158)

昭和25年(1950)

神保光太郎

矢野峰人

無署名

解説(『 現代日本文学選集』第11巻 細川書 店5月P.272)

解説(『 日本現代詩大系 』第4巻 河 出書房10月

ゆ新版 河出書房新社 昭49.12P.469)

川路柳虹 路傍 の花(『 現 代詩辞典S飯 塚書店10月P.72,259)

昭 和26年(1・951)

村野四郎

笹澤美明

岡一男

村野四郎

川 路 柳 虹 篇(『 現 代 詩 鑑 賞 』 大 正 篇 第 二 書 房3月P.71)

現 代 詩 鑑 賞 第3回(詩 学8月)

『近 代 詩 歌 ・展 望 と評 釈 』(学 燈 社8月P .158)

『世 界 現 代 詩 辞 典 』(創 元 社11月P .107,112,192,486,523)

昭和29年(1954)

村野四郎

能村潔

無署名

日本現代詩の歩み 一人の詩人が歩 いた道

(『現 代詩読本 』 河出新書2月P.97,184)

柳虹的世界の点描

(山宮允教授華 甲記念文集編集委員会編 『近代詩の史的展望 』

河 出書房3月)

本文概要 解説(村 野四郎 ・木 下常太郎編著 『現代の詩論 』

宝文館11月P.3,35)

昭和30年(1955)
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長 谷 川 泉 口 語 詩 に お け る 聴 覚 性 の 問 題(言 語 生 活4月)

伊 藤 信 吉 解 説(『 現 代 日本 詩 人 大 系 』 第3巻 東 京 創 元 社8月P .400)

昭 和33年(1958)

村 野 四 郎 現 代 詩 小 史(『 現 代 日 本 文 学 全 集 』 第89巻 筑 摩 書 房2月P .430)

遠 地 輝 武 柳 虹 の 「塵 溜 」 そ の 他(『 現 代 日本 詩 史 』 昭 森 社2月P .108)

村 野 四 郎 川 路 柳 虹 の こ と(詩 学4月)

昭 和34年(1959)

*村 野四郎

服部嘉香

山宮允

森川葵村

青山郊汀

青木徹

野田宇太郎

川路柳虹の死(読 書人4月27日)*16

口語詩発生の頃 一 川路柳虹追悼の心を以 て 一

(詩界 く川路柳虹氏追悼特集>6月)

柳虹詩伯を悼 む(同 上)

謙詩(同 上)

川路柳虹の死(同 上)

詩人百科辞典(解 釈 と鑑賞7月)

解説 日本詩史II(『 世界名詩集大成』第17巻 平凡社12月P.1,423)

昭 和35年(1960)

石 丸 久 川 路 柳 虹(二)

(『 人 と 作 品 現 代 文 学 講 座 』 大 正 篇I明 治 書 院12月P.155)

昭 和36年(1961)

石丸久

人見円吉

白鳥省吾

天彦五男編

深尾須磨子

前 田鐵之助

山崎泰雄

金子光晴

青山郊灯

今岡弘

能村潔

村野四郎

都築益世

安藤一郎

原一郎

深沢幸雄

金子秀夫

天彦五男

川路柳虹(一)

(『 人と作品 現代文学講座 』明治篇I〉 明治書院5月P.278)

口語詩の史的研 究(-O)(学 苑9月

→ 『口語詩の史的研究』 桜楓社 昭50 .3P.298)

口語 自由詩へ の道(国 文学 ユ2月)

川路柳虹略年譜(原 形 く川路柳虹追悼号〉第16号12月)

川路柳虹先生の思い出(同 上)

川路柳虹氏を偲ぶ(同 上)

大正期の柳虹先生(同 上)

川路柳虹 さんのこと(同 上)

川路柳虹の死(同 上)

川路先生を想 う(同上)

「詩篇 時代Jの 頃(同 上)

川路先生と現代詩(同 上)

川路先生 と童謡 にっいて(同 上)

温和な巨匠の思い出(同 上)

川路 さんの思 い出(同 上)

川路柳虹先生(同 上)

晩年の川路先生 との出逢 い(同 上)

没 して後の弟子(同 上)

昭和37年(1962)
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伊藤信吉

横井博

沢ゆ き

古川清彦

天彦五男

古川清彦

近代詩の歴史的外観(『 近代文学鑑賞講座』第23巻 近代詩

角川書店4月P.371)

印象主義と日本の近代詩

(『詩歌 にお ける印象主義 』 東宝書 房4月P.237)

若 く四十年を(原 形 く川路柳虹特集〉第18号5月)

柳虹詩の一断面(同 上)

柳虹評伝(1)〈 アヴ ァンギャル ド精神 と柳虹〉(京浜詩 第18号12月)

川路柳虹(『 現 代日本文学講座 』(詩)三 省堂12月P.70)

昭和38年(1963)

人見円吉

天彦五男

服部嘉香

口 語 詩 の 成 立 と そ の 過 程(一 八)(学 苑1月

→ 前 出 『口 語 詩 の 史 的 研 究 』P .598)

柳 虹 評 伝(2)〈 ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド精 神 〉(京浜 詩 第 ユ9号2月)

『口 語 詩 小 史 』(昭 森 社12月P .30)

昭 和40年(1965)

小 海 永 二 鑑 賞 ノ ー ト(小 海 永 二 編 『日本 の 名 詩 』 大 和 書 房4月P.70,267,285 ,322)

西 脇 順 三 郎 大 詩 人 、 川 路 柳 虹 一 二 冊 の 詩 集 に触 れ て(現 代 詩 手 帖7月)

一》改 題 「川 路 柳 虹 」(『 西 脇 順 三 郎 全 集 』 第5巻 昭46
.11P.592)

昭 和41年(1966)

伊藤信吉

能村潔

伊藤信吉

変革点の詩人 たち(上)・(中)

一 形式革命 と革命芸術のかかわ りにっいて 一(文 学5
,6月)

柳虹の世界(詩 界9月)

川路柳虹(「 鑑賞現代詩』II筑 摩書房10月P.270)

昭 和42年(1967)

島 本 久 恵 若 い 一 群 一 白 秋 、 露 風 、 柳 虹 、 そ の 出 発

(『 明 治 詩 人 伝 』 筑 摩 書 房12月P.374)

昭 和43年(1968)

古 川 清 彦 川 路 柳 虹 『路 傍 の 花 』(本 の 手 帖12月

→ 『近 代 詩 人 群 像 一 鵠 外 ・清 白 ・朔 太 郎 ら 』 教 育 出 版 セ ン タ ー

H召56.3P.251)

昭 和44年(1969)

村野四郎

天彦五男

村野四郎

服部嘉香

三浦仁

安西均

川路柳虹 ・人 と作品 解説

(『 日本詩人全集』第12巻 新潮社1月P.103,173)

読書案内(同 上)

川路柳虹(『 現代詩鑑賞講座』第4巻 角川書店6月P .5)

不評の 口語詩人川路柳 虹(同 月報)

川路柳虹(r近 代詩鑑賞辞典 』 東京堂出版9月)

大正詩史(『 現 代詩鑑賞講座 』第12巻 角川書店10月P.154)

昭和45年(1970)

角田敏郎 近代詩論史稿 一 韻律論の系譜 一(学 大国文3月)

村野四郎 川路柳虹(『 現 代名詩の鑑賞 』 愛育 出版7月P .45)
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関 良 一

能村潔

天彦五男

文 語 詩 と 口 語 詩(国 文 学9月

→ 『近 代 詩 の 形 態 と成 立 』 教 育 出 版 セ ン タ ー 昭51.6P.167)

「生 」 に 問 ひ つ づ け た 詩 人(詩 界9月)

柳 虹 と現 代 詩(同 上)

昭和47年(1972)

乙骨明夫_
口語 自由詩論 その他(『 日本近代詩論の研究』 角川書店3月P.727)

　　　民衆詩派詩論その他(同 上)

乙骨明夫 川路柳虹論 一 口語 自由詩を書 きはじめた時期の詩 にっ いて 一

(国語 と国文学5月)

笹淵友一 解説(『 日本近 代文学大系 』第53巻 近 代詩集1角 川書店11月P.7)

昭和48年(1973)

乙骨明夫 自然主義文学 と口語自由詩の成立

(『講座 日本現 代詩史S第2巻 大正期 右文書院12月P.45)

昭和50年(1975)

矢野峰 人 解題(『 明治文学全集 』第61巻 明治詩人集(二)筑 摩書房8月P.419)

昭和51年(1976)

角田敏郎 川路柳虹の詩論 一一 口語自由詩論 における位置 一(学 大国文2月)

昭和53年(1978)

中村稔 口語詩の成立(rシ ンポジウム日本文学20現 代詩 』 学生社12月P・10)

昭和54年(1979)

内海康也 川路柳虹(『 現代詩の解釈 と鑑賞事典 』 旺文社3月P.210)

昭和56年(1981)

御木 白日'自 由詩 にお ける等時性の リズム ー 例 を川路柳虹に とって 一

(国文学踏査(大 正大学国文学 会編)8月)
昭和57年(1982)一..一

田中清光 川路柳虹(小 海永二編 『精選日本近代詩 全集 』 ぎょうせ い9月P.120)

昭和60年(1985)

野山嘉正 川路柳虹の詩 と詩論(国 文学論集(山 梨 大学 国文学 研究室)3月)

昭和61年(1986)

杉本邦子 川路柳虹(『 日本現代詩辞典』 桜楓社2月P.123)
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家森長治郎
古川清彦

安部宙之介
古川清彦



未見文献の典拠

1、

2、

3、

4、

5、

6、

7、

8、

9、

10、

11、

12、

13、

14、

15、

16、

鈴木美枝子 「大正詩歌集覧 」(学 苑 昭53.2)

三浦仁編 『日本近代詩作品年表 』大正篇(秋 山書店 昭60.2以 下 『大正篇』 と略記)

『大正篇 』

福士幸次郎 「自由詩の発達 とその研究 」(前 出)

『大正篇 』

法政大学文学部史学研究室 『日本 人物文献目録 』(平 凡社 昭49.6)

「大正篇 』

三浦仁編 『日本近代詩作品年表 』昭和篇(秋 山書店 昭61.2以 下 『昭和篇 』と略記)

服部嘉香 『口語詩小史 』(前 出)・ 『昭和篇 』

『昭和篇 』

『口語詩小史 』

『昭和篇 』

『昭和篇 』

『昭和篇 』

「口語詩小史 』

『大宅壮一文庫雑誌記事索 引総 目録』人名篇(紀 伊國屋書店 昭60 .6)

註

1、

2、

3、

4、

5、

6、

7、

8、

川 路 柳 虹 「福 士 君 に 申 す 」(詩 歌 大6.5)参 照 。

川 路 柳 虹 「再 び 福 士 君 に 申 す 」(詩 歌 大6.6)参 照 。

川 路 柳 虹 「新 律 格 の 提 唱 」(日 本 詩 人 大14.3)参 照 。

川 路 柳 虹 「詩 に於 け る 内 在 律 の 否 定 一新 律 格 再 論 の 序 言 」(日 本 詩 人 大14.8)参 照 。

川 路 柳 虹 「日 夏 歌 之 介 氏 に 与 ふ 一 明 治 、 大 正 詩 史 の 迷 妄 を た ゴす 一 」

(読 売 新 聞 昭4.11.24第4面)参 照 。

川 路 柳 虹 「春 山 行 夫 に 与 ふJ(詩 作 昭12.11)参 照 。

創 刊 、 昭 和32年12月 。 終 刊 、 昭 和41年12月10日 。 通 刊 、30号 。 変 形 版 。 編 集 者 、 天 彦

五 男(13号 よ り)。 発 行 所 、 原 形 社 。

創 刊 、 昭 和34年11月14日 。 終 刊 、 昭 和46年8月14日 。 通 刊 、107号 。A5版 。 編 集 者 、

竹 内 多 三 郎 。 発 行 所 、 京 浜 詩 の 会 。

附記 本稿の制作 にあたり天彦五男氏より資料提供 ・御教示 を受 けた。記 して謝意を表 し

たい。

一 長崎大学教育学部 講師 ・一一
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